
安
全
・
安
心
な
水
道
事
業
を

　次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に

水
道
管
の
耐
用
年
数

　
播
磨
町
水
道
事
業
は
、
１

９
７
５
（
昭
和
50
）
年
の
創

設
か
ら
町
の
発
展
と
そ
れ
に

伴
う
人
口
急
増
に
よ
り
、
水

道
施
設
の
整
備
・
拡
充
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
当
時
に
集

中
整
備
し
た
水
道
管
は
老
朽

化
し
て
き
て
お
り
、
現
時
点

で
法
定
耐
用
年
数
の
40
年
を

経
過
し
た
水
道
管
の
長
さ
は

80
㌔
以
上
あ
り
ま
す
。
特
に

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
か

ら
５
年
間
で
民
間
開
発
に
よ

る
も
の
も
含
め
て
約
70
㌔
の

水
道
管
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

か
ら
老
朽
管
が
急
増
し
て
い

ま
す
。

水
道
使
用
量
と
水
道
料
金
の
関
係

　
一
方
で
、
節
水
機
器
の
普
及
な
ど
に
よ

る
水
道
使
用
量
の
減
少
で
、
給
水
収
益

（
水
道
料
金
収
入
）
は
、
ピ
ー
ク
の
１
９

９
７
（
平
成
９
）
年
度
と
比
較
す
る
と
１

億
円
以
上
減
少
し
て
お
り
、
更
新
に
必
要

な
財
源
が
十
分
に
確
保
で
き
な
い
状
況
で

順
次
、
耐
震
管
に
取
り

替
え
ま
す

　
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年

度
か
ら
本
格
的
な
更
新
事
業

に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
後
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

や
山
崎
断
層
帯
地
震
な
ど
の

災
害
に
備
え
て
水
道
施
設
の

耐
震
化
に
つ
い
て
も
計
画
的

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
特
に
大
口
径
の
基
幹

管
路
は
損
傷
す
る
と
大
規
模

な
断
水
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
い
た
め
、
優
先
的
に
耐

震
管
に
更
新
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
現
在
浄
水
場
周
辺

の
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　耐震管は、地震の際に強い力がかかっても管の継手部にある
爪同士が引っ掛かり、管が抜けない構造になっています。
　本町が口径100ｍｍ以上の水道管で採用する耐震管（GX
形）は、施工性の向上と防食性能の向上により長寿命化されて
いるため、コストの縮減も期待できます。

地震が起きた場合の耐震管
▲撤去した老朽管（口径500ｍｍ、200ｍｍ）

一般社団法人日本ダクタイル鉄管協会提供

古い管の更新には
費用と時間がかかるから
計画的に進めないとね！

水道施設を適正な規模に
見直して長く使えるように
することも大事だよ。

引用「水道PRパッケージ」

地盤の揺れや沈下に追随
し、管の継ぎ手が抜けな
い機能を有しています。

▼
問
合
せ
　
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
４
０
４

安
全
・
安
心
な
水
道
事
業
を

　次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に

老
朽
管
の
更
新
及
び
耐
震
化
の
推
進
と
水
道
料
金
の
改
定

す
。
さ
ら
に
今
後
は
人
口
の
減
少
に
よ
る

減
収
も
見
込
ま
れ
ま
す
。
播
磨
町
の
人
口

が
２
０
６
０
（
令
和
42
）
年
に
は
現
在
よ

り
２
割
減
少
す
る
と
の
推
計
も
あ
り
ま
す
。

（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
）

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
老
朽
管
更
新
費
用
の

増
加
と
水
道
料
金
収
入
の
減
少
に
よ
り
、

長
期
的
に
は
経
営
が
悪
化
し
、
必
要
な
更

新
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。 

播
磨
町
の
水
道
事
業
経
営
戦
略

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
将
来
に

わ
た
り
安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
安
定
的

に
供
給
し
て
い
く
た
め
、
監
査
法
人
に
よ

る
財
務
分
析
と
施
設
更
新
方
針
の
検
討
を

行
っ
た
上
で
、
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年

３
月
に
播
磨
町
水
道
事
業
経
営
戦
略
を
策

定
し
、
持
続
可
能
な
事
業
運
営
が
で
き
る

よ
う
経
営
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
経
営
戦
略
で
は
、
重
要
な
テ
ー
マ
と
し

て
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
を
ど
の
く
ら
い

の
ペ
ー
ス
で
更
新
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
、
そ
れ
に
必
要
な
財
源
を
ど
の

よ
う
に
賄
う
か
を
検
討
し
、
経
営
の
３
つ

の
要
素
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
方
針
を

定
め
て
い
ま
す
。

①
ヒ
ト
視
点

・
更
新
事
業
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
、

技
術
職
員
の
確
保
と
育
成
を
計
画
的
に

行
う

・
事
業
に
必
要
な
人
員
を
柔
軟
に
配
置
し
、

効
率
的
に
事
業
の
運
営
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
を
行
う

②
モ
ノ
視
点

・
更
新
に
当
た
っ
て
費
用
対
効
果
の
検
証

と
事
業
の
優
先
順
位
付
け
を
行
う

・
長
期
的
に
事
業
量
を
平
準
化
す
る
方
策

を
検
討
す
る

・
施
設･

設
備
の
統
廃
合
・
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
（
管
口
径
・
施
設
の
縮
小
）
を

検
討
す
る

・
広
域
化
・
広
域
連
携
に
よ
り
事
業
費
総

額
の
削
減
を
検
討
す
る

③
カ
ネ
視
点

・
将
来
世
代
へ
負
担
の
先
送
り
を
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
必
要
な
財
源
の
内
、

借
入
金
の
上
限
を
60
％
に
設
定
す
る

・
長
期
的
な
視
点
で
事
業
継
続
に
必
要
な

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
料
金
水
準
の

検
証
を
継
続
的
に
行
う

　　
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
事
業
が

長
期
に
渡
る
見
込
み
で
、
こ
れ
か
ら
多
く

の
財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
現
状
の

水
道
料
金
収
入
と
借
入
金
で
は
賄
え
な
い

状
況
で
す
。
そ
こ
で
水
道
料
金
の
適
正
な

水
準
を
確
保
す
る
た
め
に
、
学
識
経
験
者

や
水
道
使
用
者
の
代
表
で
構
成
す
る
「
播

磨
町
上
下
水
道
運
営
委
員
会
」
を
設
置
し
、

水
道
料
金
改
定
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
運
営
委
員
会
の
議
事

に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

お
り
、
追
っ
て
広
報
で
検
討
状
況
を
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
災
害
に
強
く
、
安
全
・
安
心
な
水
道
を

次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

使
用
者
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

工事のお知らせ
　浄水場から町内全域に配水している主要な大口径の水道管（基幹管路）の耐震
化・更新工事を行っています。下記の日程で仮設管から更新した新管への切り替
えを行います。その際に水量・水圧の関係により、稀に濁り水などが発生するこ
とがあります。細心の注意を払い作業を行いますが、水道水に異常がありました
ら、上下水道グループまでご連絡ください。
▶切替予定日　12月13日（月）～23日（木）のうち２日程度
▶工事名　大中地区（第２工区）基幹管路布設替工事
▶工事場所　北古田１丁目及び大中４丁目地内
▶問合せ　上下水道グループ工務チーム☎079（435）0404

将来は少ない人数で
水道を支えないと
いけないんだね。

2060（令和42）年現在

23
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